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	主題名
	気持ちをつたえるためのかたち
	内容項目
	B 礼儀

	教材名
	お礼の手紙
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	礼儀には，相手を一人の人間として敬する心，真心が欠かせない。それがあってこそ，初めて思いを行動として表すことができる。礼儀正しい文章のもとには，相手に対する敬意が込められていることに気づくため。

	ねらい
	礼儀の大切さを知り，だれに対しても真心をもって接しようとする。
【理解，判断力】相手のことを思って，相手に応じて，真心を込めた礼をそれぞれに合う形で尽くすことの大切さが分かる。
【心情】相手に応じて，真心を込めた礼をそれぞれに合う形で尽くすことで，自分の気持ちがより伝わることを感じ取る。
【実践意欲と態度】相手に真心をもって接し，相手の立場や気持ちに応じた行動をしようとする。

	学習指導過程
	・相手による手紙の書き方の違いについて考える。
・「お礼の手紙」を読み，礼儀正しくすることのよさについて考える。
★真心を込め，相手のことを考えて礼を尽くすことで，自分の気持ちがより伝わることを感じ取ったか。
・手紙を書くときに大切なことについてまとめる。
★だれに対しても真心を込めた行動をしようとしているか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●道徳の授業
・「お礼の手紙」を読んで，礼儀正しくすることのよさについて考えさせる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●学級活動
・自分たちの身の回りで，支えてくれる人にはどんな人がいるかを話し合わせ，その人たちがどんなことをしているかを調べ，調べた人に向けて手紙を書かせる。
●国語
・普段会わない人やお世話になった人，感謝の気持ちを伝えたい人に手紙を書かせる。

	備考
	


